
全
抑
協
発
足
以
来
率
先
し
て
様
々
な
行
事
に
参
加
し
て
い
る

の
も
、
生
き
て
帰
っ
た
者
の
務
め
と
し
て
、
元
気
な
う
ち
は
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

一
度
抑
留
地
を
訪
ね
て
慰
霊
を
し
て
来
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
体
力
が
な
く
、
そ
の
願
い
は
果
た
せ
ず
に
い

る
。今

の
世
相
を
見
る
と
誠
に
悲
し
い
と
言
う
か
、
情
け
な
い
と

言
う
か
、
古
き
良
き
時
代
の
日
本
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
、
も
う
一
度
美
し
い
堂
々
た
る
日
本
に
し
て
ほ
し
い
と
、

今
は
た
だ
そ
れ
だ
け
を
念
願
し
て
い
る
。

幸
い
に
も
私
た
ち
は
こ
の
す
ば
ら
し
い
仲
間
が
多
勢
い
る
。

力
を
合
わ
せ
て
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
加
藤
嘉
貞
　 

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
一
月
十
四
日
、
土
岐
市
駄
知

町
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
三
月
、
駄
知
尋
常
高
等
小
学
校

卒
業
。

〃
　
十
三
年
四
月
、
駄
知
町
駄
知
殖
産
株
式
会
社
に
就
職
。

〃
　
十
六
年
六
月
、
陸
軍
兵
器
学
校
に
入
校
。

〃
　
十
八
年
十
月
、
　
　
　
〃
　
　
　
卒
業
。

〃
　
　
〃
　
十
一
月
、
満
州
国
図
們
通
過
。

満
州
第
十
六
野
戦
自
動
車
廠
に
転

属
。

〃
　
十
九
年
十
月
、
満
州
第
一
三
〇
四
一
部
隊
転
属
。

〃
　
二
十
年
八
月
、
終
戦
。

〃
　
　
〃
　
十
月
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
よ
り
チ
ェ
レ

ン
ホ
ー
ボ
付
近
の
収
容
所
に
入
る
。

主
と
し
て
炭
鉱
の
採
炭
作
業
に
従
事
す

る
。

二
十
一
年
秋
頃
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
作
業
の
う
ち
に
発
疹

チ
フ
ス
に
か
か
り
入
室
、
治
療
を
受
け
る
も
栄
養
失
調
と
な

り
、
体
力
四
級
（
Ｏ
Ｋ
Ａ
）
と
診
断
さ
れ
、
作
業
は
な
し
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
期
間
中
に
七
百
人
入
所
し
た
戦
友
た
ち
の
う



ち
同
じ
よ
う
に
チ
フ
ス
で
三
百
人
近
く
死
亡
し
、
そ
の
始
末
は

ど
う
な
っ
た
か
、
私
ど
も
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

入
ソ
当
時
ま
だ
体
力
も
あ
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
の
頃
、
警
備

兵
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
構
え
ら

れ
、
も
う
こ
れ
で
終
わ
り
だ
な
と
覚
悟
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
、
思
い
出
し
て
も
冷
汗
の
出
る
出
来
事
で
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
収
容
所
を
出
発
、
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
五
月

三
日
復
員
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
に
全
抑
協
に
入
会
、
こ
の
運
動
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
に
一
度
現
地
を
訪
れ
て
慰
霊
を
し
て

来
な
い
と
私
の
戦
後
は
終
わ
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
ま
だ
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。

私
の
回
想
記
　 

岐
阜
県
　
山
口
武
　 

一
、
兵
役

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
八
日
、
軍
隊
入
営
日
に
桧

葉
で
造
ら
れ
た
大
き
な
出
征
の
門
前
に
立
ち
、
多
数
の
隣
人
友

人
た
ち
に
日
の
丸
の
旗
、
歓
呼
に
送
ら
れ
、
あ
あ
こ
れ
で
男
子

の
本
懐
や
っ
と
お
国
の
た
め
に
な
れ
る
と
思
い
、
父
は
女
姉
妹

で
数
だ
け
は
た
く
さ
ん
い
る
が
男
一
人
の
門
出
を
さ
も
自
慢
気

に
し
、
隣
人
の
方
々
に
一
献
差
し
上
げ
て
回
り
、
常
に
言
っ
て

お
り
ま
し
た
、
裏
の
伊
沢
さ
ん
と
二
家
だ
け
が
世
間
体
も
悪
く

小
さ
く
な
っ
て
い
る
だ
と
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
前
に
集
合
の
皆
様
に
一
言
挨
拶
、
万
歳
万
歳
の

歓
声
を
受
け
、
町
内
会
長
さ
ん
を
先
頭
に
小
学
校
校
庭
に
集

結
。
同
年
水
野
米
造
君
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
生
、
男
女
青
年

団
員
、
消
防
団
、
国
防
婦
人
会
、
各
町
内
会
の
方
々
の
祝
辞
に

応
え
六
人
を
代
表
し
て
挨
拶
。
歓
呼
の
中
、
日
の
丸
旗
に
送
ら

れ
土
岐
市
駅
着
、
発
車
。
鉄
道
沿
線
に
は
小
旗
を
振
り
た
く
さ

ん
の
人
々
が
延
々
と
列
を
造
り
、
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
、
あ
あ

こ
れ
で
故
郷
も
見
納
め
と
思
う
と
ふ
と
目
頭
が
潤
っ
て
き
ま
し

た
。
当
時
の
市
助
役
山
路
さ
ん
引
率
で
大
阪
よ
り
夜
行
、
広
島

に
着
き
駅
前
旅
館
に
一
泊
し
、
広
島
見
物
後
六
人
同
室
、
思
い

思
い
を
語
り
合
い
な
が
ら
就
寝
。
明
け
て
練
兵
場
に
て
入
営
手

続
終
了
。
晴
れ
て
軍
服
に
着
替
え
、
満
身
の
喜
び
に
胸
熱
く
感




